
[1] お早う! このミッションで我々は、A-10C の始動手続きを行う。やらなければならないことが多いので、いつで

も PAUSE キーを押して自由に休憩を取るように。

この訓練では私の指示に正確に従うことが重要だ。先走ってスイッチ類をパチパチやらないようにしろ。所要のコン

トロール・スイッチ類は、フロントのダッ シュ・パネルと左右のコンソールを参照させながら、ハイライトで指示す

る。君はスイッチの場所を探して、View コントロール・キーでコクピット内を自由に見渡すことが出来る。

[2] 私の指示が周囲の雑音にかき消されて聞き取れない場合は、ミッションを一度、終了して、Option menu で 

WORLD と IN-COCKPIT のサウンドのスライダーを 50%まで下げると良いだろう。

[3] フライト・マニュアルに記されているように、通常は、航空機が適切な状態にあることを確認するために、飛行

前点検が行われる。しかしながらこのレッスンでは全てのミッションと同じように、航空機の初期設定の状態から、

そのまま始動手順を開始する。

始動手続きは、電源から始まり、APU とそれに続く左右のエンジンの始動、そして最後に主要なアビオニクスの起動

と準備で構成される。

準備が出来ているなら、スペース・バーを押してくれ。

[4] 最初に、右サイドのコンソールのバッテリー・スイッチを PWR(power)に入れる。これは、DC バスと APU に電

力を供給するためである。

画面右下の隅のにスイッチを指示するハイライトに従いたまえ。

[5] よし。今度は、同じパネルのインバーター・スイッチを STBY(stand by)に倒す。これは、AC 電力を多数の計器

類に供給させる。これはまた、エンジン点火装置にも電力を送る。

[6] これで電源が入ったので、始動中に何か間違いをしでかした場合にちゃんと警告を受けれらるよう

に、CAUTION/WARNING システムのテストが出来る。

これを行うには、左コンソールの補助ライティング・パネル上のランプ・テスト・ボタンを押し続ける。ボタンを押

しながらコクピット内を見渡して、全ての CAUTION ランプが点灯し、警報音が聞こえることを確認する。

[7]

[8] 問題はないようだ。さて次は、燃料計が正常に動いているかを確認する。燃料計はフロントのダッシュ・パネル

の右サイドにある。テストを行うと、二本の針が 3,000 lbs を指し、デジタル総量計が 6,000 lbs を表示する。

[9]



[10] 酸素レギュレーター・パネル上で、フロー・スイッチをオンにし、フロー・ウィンドウに表示されている酸素

フローをチェックする。

[11] OXY IND TEST (Oxygen Indicator Test) ボタンを押して、酸素残量計をテストする。表示が 0.5 リットル

を下回ると、警告ライト・パネル上の OXY LOW 警告ライトが点灯することを確かめる。

[12]

[13] また、ATC や任務中の通信のために通信機の電源を入れる必要もある。VHF/AM 周波数モード・ダイヤルを 

TR (Transceiver) にセットする。

[14]

[15] さて、VHF/FM 無線機についてもこのプロセスを繰り返そう。

[16]

[17] UHF 無線機能ダイヤルをMAIN にセットして、UHF 無線に電源を入れる。

[18] これで、エンジン・スタートの開始準備が出来た。しかし、その前に騒音を防ぐためにキャノピーを閉じよ

う。

キャノピー・コントロール・スイッチを右クリックしたままにして、キャノピーを降ろす。キーボードで LEFT 

CTRL + C を押しても良い。

[19] エンジン・スタートには数分を要し、幾つかのステップを踏む。

最初に、両翼と胴体の左右のタンクのブースト・ポンプに、パワーを送る必要がある。

左コンソールの上にある燃料システム・コントロール・パネルに四つのスイッチがあるだろう。これらのスイッチを

全て上にセットする。

[20] 次に左コンソールのスロットル・パネルの左右のエンジン燃料フロー・スイッチを NORMにセットする。



[21] エンジンを始動させる前に、まず補助エンジン・ユニット(APU)を始動させる必要がある。これは、主エンジ

ンの始動のためのブリード・エアを作り出す。

APU の始動では、フロントのダッシュ・パネルの右下のエンジン・モニタ計器(Engine Monitoring Instruments - 

EMI)パネルにある APU排気ガス温度計（EGT)と RPMゲージを監視する。

では、APU スイッチを START にセットして見よう。

[22] さて、再び電源パネルに戻り、APU ジェネレーター・スイッチを PWR位置にセットする。これは、機体へ

APU の電力を送り、バッテリーの消耗を防ぐためである。これにより、バッテリーは予備電力源として確保されねば

ならない。

[23] APU の排気ガス温度はアイドル状態で 400-550-c で安定するが、エンジン・スターターを回す一分間は、一

時的に 760-c まで上昇する。

APU の排気ガス温度と RPMが安定したら、スペース・バーを押してくれ。

[24] 更にエンジン始動手続きとして、電源パネル上で左右の AC ジェネレーターのスイッチを PWR にセットする。

エンジンは始動したなら AC ジェネレーターを働かせ、APU に変わって電力を供給し始める。

[25] 機外ライトを点灯して、地上クルーに機体が「ライブ」になり、エンジン始動が始まったことを知らせよう。

機外ライトとコクピットの照明を操作するために右 コンソールのライティング・パネルを使用しても良いが、左ス

ロットルのピンキー・スイッチも使用出来る。基本的な機外ライトの点灯には、このスイッチを FORWARD にセッ

トするか、 LEFT ALT + P を押す。

[26] よろしい、左のエンジンを始動させる番だ。これは非常に簡単な操作で、左スロットルを OFFから IDLE に

セットするか、RIGHT ALT + HOME キーを押すだけである。これによって、燃料フローが自動で始まり、ファンを

回すためにブリード・エアが APU から送られ、燃焼室の燃料が点火されることに なる。

[27] エンジンのスプール・アップにおいては、エンジン監視計パネルを見回してエンジン・インターステージ・

タービン温度計（ITT）、エンジン・コア・スピー ド、ファン・スピード、及び燃料フロー・ゲージを監視する。コ

ア・ファン RPMが地上でのアイドリング状態の、約60%で安定するのを確認する。

更に、左油圧システムの圧が上昇するだろう。これは 2,800 から 3,350 PSI の間で安定するだろう。

左エンジンが平常に始動され安定したら、スペース・バーを押して先に進もう。

[28] では、今度は右エンジンについても同じ手続きを繰り返そう。同じようにエンジン始動のために、スロットル

を OFFから IDLE位置に動かすか、今度は RIGHT CTRL + HOME キーを押す。



[29] 左エンジンと同じように、右エンジンのスプール・アップでも計器類を監視する。また、右油圧システムの圧

力も確認する。

両方のエンジンがアイドル出力で通常通り始動したら、操縦桿とラダーの入力反応を試験することが可能になる。更

にスピードブレーキとフラップのテストも行う。

全てのチェックが完了したら、スペース・バーを押して次へ進もう。

[30] 両エンジンが始動し、左右の AC ジェネレーターが電力を供給し始めたら、電源パネルの APU ジェネレーター

をオフにし、スロットル・パネルの APU 自体もシャットオフして良い。

[31] よろしい、次はコントロール・ディスプレイ・ユニット(CDU)と埋め込み GPS/INS(EGI) システムのパワーを

入れる。これでナビゲーション・システムの自動ビルトイン・テストとアライメント・プロセスが始まるので、CDU

ディスプレイと右コン ソールを監視する。

[32] フロントのダッシュ・パネルの予備水平儀 (SAI) を解放する。マウスで SAIケージ・ノブをポイントし、マウ

ス・ホイールをロールダウンすれば、ノブは左に回転され SAI が解放される。 SAI が解放されたら、マウス・ホ

イールを逆に戻して、人口水平儀のレベルを水平に調節する。

[33] それぞれのマルチファンクション・カラーディスプレイ (MFCD) の電源スイッチの上で左クリックを 2回行い

電源を入れる。

[34] CDU の BIT とアライメントが終了するのを待つ間に、始動手続きを続けよう。

フロント・ダッシュ・パネルのアーマメントHUD コントロール・パネル(AHCP)にあるセントラル・インターフェー

ス・コントロール・ユニット (CICU)をオンにセットする。これは、多数の機体システムについての不可欠なユー

ザー・インターフェースの制御を提供するためのものである。これに は、左右のマルチ・ファンクション・カラー・

ディスプレー(MFCD)が含まれる。

[35] MFCD が立ち上がった。最初の何秒かは、データ・トランスファー・システム(DTS)のページが表示される。

これは、ミッション・プランナーからデータ・カートリッジに記録されたナビゲーションと兵器の設定データを読み

込むために使用する。

次に、統合航法火器制御コンピューター(IFFCC)スイッチをマウスを一度左クリックして、TESTポジションにセッ

トする。IFFCC は武器発射計 算、高度管理、及び、HUD表示を行う。テスト・モードでは、システムは一連の自動

BIT を行う。これはHUD でモニター出来る。

[36] アップフロント・コントローラー(UFC)の ENT(enter)ボタンを押して、IFFCC BIT を始める。これには約一分

かかるだろう。



[37] IFFCC が BIT をパスし、EGI システムがアライメントを終えるのを待つ間、フライト・コントロール・システ

ムのセットアップを行おう。

左コンソールの SAS パネルにある、左右のヨーとピッチの SAS チャンネルを ON にセットする。

[38] T/O(Take-off)トリムボタンを押して、フライト・コントロールの離陸トリムをセットする。

[39] では、データ・カートリッジからデータをアップロードしよう。左MDCD のオプション・セレクト・ボタン

10 を押して、LOAD　ALL を選択する。

[40] DTS がカートリッジから機体へデータを転送するのに約 15秒かかる。この間、ディスプレーの左側のテー

タ・タイプに付随するアスタリスク(*)は全て消えるだろう。全てのアスタリスクが再表示されたら、データ転送は

成功したことになる。

[41] データがロードされたら、右MFCDディスプレーを OSB-13ボタンを押して CDUデータを表示させる。ここ

で、CDU表示をチェックするのに、頭を下げて見る必要はない。

[42] IFFCC BIT が終了した。HUD を見ると、HUDカーソルが EXIT ファンクションをポイントしている。ここ

で、UFC 上の ENT キーを押し、HUDメニューを抜ける。

[43] 今、IFFCC は GROUND BITメニューをHUD 上に表示している。ここで必要に応じて、他の様々な BIT を行う

ことが出来る。このメニューを抜けるには、UFC 上の SEL(Select)ロケット・キーをHUDカーソルが再度 EXIT を

ポイントするまで繰り返し押す。更に ENT を押せば、このメニューを抜けるだろ う。

[44] 今、IFFCC はHUD にメイン・メニューを表示している。ここで、様々な表示や武器発射パラメーターのセット

アップが出来る。

もう一度、IFFCC スイッチを左クリックして、テスト・モードを終了し、ON にセットしよう。

[45] 左MFCD の OSB-15 を押して、戦況認識表示(Tactical Awareness Display - TAD)ページに設定する。

[46] これで、フライト・プランがロードされた。AAP パネル上の STEER PT(steerpoint)スイッチを二度押してフ

ライト・プランを設定する。これで、フライト・ルートが TADディスプレーに現れるだろう。

[47] 以上、飛行/航法システムの準備が完了したら、任務のための戦闘システムの幾つかを準備出来る。

カウンターメージャー（対抗手段）・シグナル処理装置(Countermeasures Signal Processor - CMSP)パネルの

CMSPモード・スイッチを STBY(standby)にセットする。戦闘出撃では、カウンターメージャーのプログラミング

が必要だ が、これは別のトレーニングで行う。



[48] さて、四つのシステム選択スイッチを ON(中央位置)にセットする。

[49] 次に、AHCP 上の統合戦術無線システム(Joint Tactical Radio System - JTRS)スイッチを ON にする。これは

状況認識データリンク(Situational Awareness Datalink - SADL)にパワーを送る。

[50] EGI のアライメントが終えたら、右MFCD にある OSB-9を押して、CDU NAV モードを選択する。

[51] ナビゲーションモードパネルにて、ナビゲーションシステムに EGI を選択する。

[52] 次に、左コンソールにある Low Altitude Safety and Targeting Enhancement (LASTE)パネル上にある

Enhanced Attitude Control (EAC) スイッチを ARMにする。　注）このスイッチはスロットルの下に隠れているの

で、スイッチを見るには視線を移動させる必要があるでしょう。しかし、隠れた 状態でもマウスでクリックすること

ができます。

[53] Radar Altimeter スイッチを NRMにする。

[54] この時点で滑走路へタキシングする準備ができている。Anti-Skid スイッチを ON にしよう。

[55] コントロール・スティックのピンキー・ボタンか、キーボードの INSERT キーを押して、ノーズホイールのス

テアリングを ON にする。

[56] 黄色いハンドルをクリックして、イジェクションシートを使用可能にする。

[57] 滑走路へのタキシングにはタワーの許可が必要である。よって、ここでエンジン始動レッスンを終えよう。

この続きは明日だ。では後ほど。 


